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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
老
人
性
健
忘
症

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
６
８
９
０
Ｕ

【
作
者
名
】

　
山
中
幸
盛

【
あ
ら
す
じ
】

　
認
知
症
と
い
う
用
語
は
気
に
入
ら
な
い
の
で
、
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
し
ま
し
た
。

（
い
つ
も
の
半
分
の
長
さ
で
す
。
）
＊
（
お
断
り
）
こ
の
シ
ョ
ー
ト
シ
ョ
ー
ト

は
、
山
中
幸
盛
の
ブ
ロ
グ
「
妻
は
宇
宙
人
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
と
同
一

の
も
の
で
す
。
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山
中
幸
盛
の
孫
の
一
人
が
、
日
本
人
と
し
て
二
人
目
の
国
連
事
務
総
長
に
選

出
さ
れ
た
。

　
そ
の
最
大
の
理
由
は
、
彼
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
在
学
中
に
書
い
た
論
文
『
国

連
主
導
で
進
め
る
サ
ハ
ラ
砂
漠
緑
地
化
に
よ
る
世
界
食
糧
危
機
か
ら
の
脱
却
プ

ロ
グ
ラ
ム
』
が
世
界
十
六
言
語
で
出
版
さ
れ
、
多
く
の
支
持
を
得
た
こ
と
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
幸
盛
の
血
を
引
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
彼
は
生
ま
れ
な

が
ら
の
天
才
だ
っ
た
。

　
幸
盛
が
昼
食
後
に
ウ
ト
ウ
ト
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
と
、
看
護
師
が
や
っ
て
き
て

耳
元
で
さ
さ
や
い
た
。

「
山
中
さ
ん
、
山
中
さ
ん
、
先
月
お
見
舞
い
に
来
ら
れ
た
お
孫
さ
ん
が
正
式
に

国
連
事
務
総
長
に
な
ら
れ
た
み
た
い
よ
」

「
は
あ
ー
？
」

「
い
ま
テ
レ
ビ
の
ラ
イ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
出
て
る
わ
。
見
る
？
」

「
補
聴
器
は
ど
こ
だ
？
」

「
座
っ
た
方
が
よ
く
見
え
る
わ
ね
」

　
看
護
師
は
幸
盛
の
上
半
身
を
起
こ
し
、
枕
を
腰
に
あ
て
が
っ
た
。

「
い
て
て
、
ま
た
避
難
訓
練
か
？
」

「
点
滴
を
持
っ
て
く
る
わ
ね
、
ほ
ら
眼
鏡
」

　
看
護
師
は
幸
盛
の
両
手
に
眼
鏡
と
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン
を
握
ら
せ
て
部
屋
を

出
て
行
っ
た
。

「
い
っ
た
い
何
を
見
ろ
と
い
う
ん
だ
？
」

　
幸
盛
は
眼
鏡
を
か
け
て
テ
レ
ビ
を
見
た
。
ど
こ
か
で
見
た
顔
が
記
者
会
見
を

し
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
補
聴
器
を
耳
に
セ
ッ
ト
し
た
。
日
本
人
記
者
の
一
人

が
そ
の
男
に
質
問
し
た
。

「
十
年
前
に
出
さ
れ
た
本
の
あ
と
が
き
に
、
国
連
の
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
お
祖
父
さ
ま
の
影
響
だ
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
？
」

「
私
が
七
歳
の
時
に
、
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
前
文
の
『
戦
争
は
人
の
心
の
中
で
生
れ
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る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
人
の
心
の
中
に
平
和
の
と
り
で
を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
』
と
の
一
節
を
教
え
て
く
れ
た
の
が
祖
父
で
し
た
」

　
日
本
人
記
者
が
大
げ
さ
に
目
を
見
開
い
て
確
認
す
る
。

「
七
歳
の
時
に
で
す
か
？
」

「
は
い
。
そ
の
頃
の
私
は
、
高
校
入
試
の
問
題
集
を
解
い
て
遊
ん
で
い
ま
し
た

か
ら
」

　
そ
の
時
看
護
師
が
点
滴
パ
ッ
ク
を
か
か
え
て
戻
っ
て
き
た
。

「
山
中
さ
ん
、
よ
か
っ
た
わ
ね
」

　
幸
盛
は
看
護
師
に
た
ず
ね
た
。

「
私
に
そ
っ
く
り
な
、
あ
の
ク
ソ
生
意
気
な
若
造
は
い
っ
た
い
何
者
な
ん
だ
？
」

　＊
 

文
芸
同
人
誌
「
北
斗
」
　
第
５
７
４
号
（
平
成
２
３
年
１
・
２
月
合
併
号
）

に
掲
載
　

＊
「
妻
は
宇
宙
人
」
／
ウ
ェ
ブ
リ
ブ
ロ
グ
　
　
ｈ
ｔ
ｔ
ｐ
：
／
／
１
２
３
９
３

９
１
２
．
ａ
ｔ
．
ｗ
ｅ
ｂ
ｒ
ｙ
．
ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
／
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

老人性健忘症
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て
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